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あ
る
・

喚

ε
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別
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の
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順
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斯
か
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全
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呆

響

で
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何
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侵
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り
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勤
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要
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鉦
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接

張
さ
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ふ
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・
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条
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賞
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も
あ
ろ
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何
、、な
酸

砦

魏

者
の
禽

書

磐

・
竣

、
其
利
益
・
於
で
勤
蓉

付
婁

求
麦

長

叱
責

の
爲
め
牽

引
起
し

た

ろ
者

の
利

益

ご

取

る
か
ら

ぬ
冷

夏
、
長

署

昊

。
婁

用
・
一
難

姦

醤

佐
臭

充
・
べ
・
蕊
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で

甚

萎

輩

々
超
ゆ
べ
か
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重

い
ふ
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あ
み
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例
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バ

ス
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ー
プ
荏

姦

料
績

め
・
控

る
羨

の
霧

・
鷺

呈

・
璽

最

入
室

ぜ
・
・
あ

二

ひ
・
フ
ナ
ソ
〃
は
・
姦

料
の
高
さ

は
、
審

灘

求
む
る
者
が
波
長

計
讐

　

て
生
ぜ
・
れ
竃

裂

窩

・
曇

農

書

粟

・
躍

な
ゑ
無

量

慧

引
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た
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欝
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整
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ゆ
ゑ

雄

ε
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ひ
、
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叢

料
藷
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蓋
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馨
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霧

誉

依
曇
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星
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た
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沓
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定
・
・
れ
・
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景

超
毒
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こ
墓

必
要
で
・

き

い
ふ
・
そ
し
て
普
醤

の
地
方
覆

物
法
に
も
・
叢

料
長

藷

が
關
係
行
馨

科
磐

曇

超
を

い
や
・・
細

造
さ
れ
な
げ
れ
憂

ら
な
い
・窺

定
ぜ
ら
れ
・
T

ア
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が
バ
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蒔

著

暫

依
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も
、
共
同
誓

約
設
鰒

毒

料
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欝

鑑

縷
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に
・
ら
な
い
・
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こ
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累
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費
用
竈

を

過
剰
牧
人
々
學

ぐ
る
こ
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に
、.

第

一
位

に
關
係
者

の
縄
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の
利
益

々
目
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濟
の
意
義
に
反
す
う
か
ら
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い
ふ
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ご
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あ
葡
。
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)
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、
・
ル
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一
坐

叢
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に
禦

器

輩

局

な
・
こ
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得
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下
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婁

呈

盈

ρ
ろ
…

尋
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.、
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ひ
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ボ
ル
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共
團
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萎
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給
付
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の

私
益
叉
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同
時

に
全
艦

の
利
益

に

b
用
立

つ
か
に
係

ろ
ピ

い
ひ
、
コ
ソ
y
ア
ー
は
国
家
的
行
爲
の
数
果
が
主

こ
し
て
各
箇

の
關
係
者
、の
畏
く

ろ
利

益
婦

丁
・
や
、
又
に
牽

超
・を

全
図
民
の
利
斐

に
画
家
難

の
利
蒙

斯
の
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意

の
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し
羨

め
ら
セ
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第
蔀
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非

訟
事
件
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物
襲

讐
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、
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給
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、
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天

v

天

璽

葉

叢

、毒

ろ
.
薯

ト
就
キ
、て
に
姦

料
・
讐

ら
…

び

・
髭

委

付
・
・
薯

分
科
の
費
擢

於
け
ろ
分
漿

超
え
て

。
、
ら
四

悪

卜
於
.
嵯

艘

・
必
要
で
な
・
。
蓼

科
・
婁

埋

姦

料
・
一

齎
・
{

・
・
詮

加
之
・
大
な
ろ
調

藩

手

懸

鱗

齋

麟
噛矧簸

講
難

韓

噂呼鐘

縷

罐
鱗

に
.
方
に
に
麗
用
額
鳥
越
.起
て
、
公
共
馨

が
笑

に
射
し
舜

所
・
使
橿

蟹

営

ま
で
上
唇

・
嘉

得
る
・
幣

難

超
え
て
利
益

。
釜

.、で
。
姦

料
。
矯

・
、
低
劣

・
實
行
　

・
襲

入
・克

・
・奪
・で
・
…

ふ
て
駄

〔藩

註
三
蹟

で
た
皇

フ
レ
ー

の
普
臼
♂
纂

辱

。
恐
ら
島

昏

…

し
て
籔

据

遠

…

ミ

勤

む
・
あ

旨

葬
る
・へ
し
∀・

.彗

。
田紳
・
の
・
方
霧

蕎

塗

・
・
農

・
…

と

・
…

髪

・
羅

が
霧

婁

凋
萎

す
べ
し
巌

。
..
も
、
。
ル
.
バ
ゥ
・
に
跳
ロド
て
.に
叢

料
・
・
濃

墨

　

・
…

市
・
禁

・
麺

取
ろ
…
輸

砦

姦

し
て
居

る
。
蕎

ピ
ル
.
。
ウ
。
壊

れ
ば
、
ア
ソ
・
ル
出

て
し
普

・均
}

叢

料
・
響

・
写

至

慢

定
め
義

な
い
・
撃

叢

料
潔

な
手

ゐ
面

♂
、.叢

料
籍

定
め
ろ
・
・、
藁

ろ
.
併
し
此
援

用
叢

料
・
か

・
常
・
・
叢

叢

料
に
ば
・
其
故
入
が
關
係
行
政
分
科

の
鴛

か
超
ゆ
..
.か
ら
.¢
ろ
.、ご
歪

め
ら
ろ
一

い
ふ
・
・勇

・
、
叉
皇

ア
走

依
…

パ
イ
尋

に
垂

般
に
水
嚢

箒

氣
.

箋

、箆

所
、轟

。
裂

の
爲
め
に
瞥
ま
れ
、
肇

支
砦

充
芒

餐

蕃

昌

多
・
・
叢

馨

攣

墓

留

す
ろ
`
ネ

.蘇
・軒

陪蕎

溝

p擁

魑
欝
欝

鐸

欝
雛
撫

蓑

隷

、
に
測
定
し
、
ク
.ソ
ソ
ァ
亮

依
。
。
、
・

イ

エ
ル

宅

て
も
薯

場
、
尿
霧

、
履

取
-
浴
髪

難

・
叢

料
に
薪

も
土

手

交
付
金

も

要

ゼ

ざ
ろ
程
度

の
も

の

ξ
す

ろ

こ

い
ふ

こ
ご
.で

あ

砧
・

藝

;

。
ヅ
ベ
.
グ
接

。
。
、
普
の
著

例
・
、
・
・
デ
・
・
…

美

嚢

・
・
垂

-
費
用
の
高
さ
に
顧
慮
な
く
し
義

定

ぜ
ら

る

、
ε

い
ふ

ご
ピ
で

あ
り

、
ビ

ル

ン
バ
ウ

ム
に
依

"
ば

・
ザ

ク
セ

ン

7

.;

,ゲ
ン
で
11
、
手
数
料
が
唯
だ
當
該
設
備

の
費

用
の
充
足

の
た

め
に
の
饗

ゼ
、
ろ
』
簿

ろ
、・ぜ、の
娩
蓋

髪

碁

・
・
随

・
市
・
村
・
斉

つ
斗
重

叢

磐

蓼

㌔
い
ふ
ミ

で
あ
如
.

6)

7}

8) 難蕪雑無難羅熱

.
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ξ

蒙

轟

哉

毫

、宣

ス
ラ
ゥ
、
、ケ
ー
・
選

褐緒

濡

濡

・
盛

峯

・
翠

分
・・
租
税
慧

菱

睾

舞

　

充
.

、

㌃

。
す
所
で
。
,
、
。
イ
、
ル
W
で
は
舞

撰

、
叢

履

零

露

藻

、
・
所
に
ミ

・
手
覆

多
《
竺

磐

便
…

交
付

ゑ

た
　

る
に
に

に

ら

ぬ

ピ
い

ふ
リ

ド
　
　
　

コ
　
　

うに

憂

部
の
恵

方
f

肇

褒

用
の
中
・
一
富
夢

定
砦

、
.其
限
界
の
影

方
幕

際
欝

題
で
あ
る一
一

.。
九
其

場

論
藷

譲
文
・
霧

・
性
質
・
穿

て
異
ゑ

て
垂

9
、
大
讐

其
・
於

廿
る
公
益
雰

舌

人

　
ロ

…
小
に
依
ゑ

き
も
の
で
あ

・
.註
≡

。著
し
き
は
例
之
霧

警

の
授
業
料

の
如
き
に
て
は
、
此
場
合
公
益
が
重
大

凪つ
り

・で
あ
る
か
、
、善

用
の
罰

以
内
に
て
も
可
か
ら
う
し
・・
=
・奮

蓋

許
料
の
如
き
は
當
馨

馨

の
健

受

愚

,
る
欝

上
の
利
益
莫

・
か
ら
、
費
用
の
九
割
以
圭

螢

億

て
可
か
ら
う
.
此
霧

端
・
間
・
て
は
喬

鴻

…
の
公
務
を
比
較
し
て
相
當
震

の
上
、
其
々
に
定
め
る
の
外
な

い
.
孕
・し
て
夫
の
露

の
智

に
就
・
は
、
全
∴

皿
用
中
、
特
別
課
徴
に
て
充
た
さ
れ
ざ
な
も
の

、
約
雫
分
位
を
手
数
料
に
負
は
す
の
外
適
當
な
る
弥
配
方
法
が
な

か

庶

…
ら
う
。
響

逡

地
圭
は
諸

豪

葉

可
離
開
係
に
て
特
別
利
益
を
受

く
る
故
養

欝

全
く
鋳

な
る
も
の

b

・
し
、
蓋

・
奏

・
之
・
依
曇

・
利
益

・
中
・
就
・
・
算

馨

最

中
の
或
人
々
が
之
を
通
行
す

蕊

る
こ
虚

抜
・
て
現
實
・
ぞ

・
利
讐

、
之
が
通
行
可
能
葺

隻

が
爲
首

筆

三

婆

化
及
欝

窪

聞

・
に
よ
り
展

人
が
受
く
る
饗

上
の
利
益
轟

立
…

、
竺

　

・
商

軽

挙

・
歴

・
馨

醜
.

る
外
は

な

い
。

そ
し
て
此

二

の
も

の

、
間

に
劃
等

の
重

要
を
認

む
る

の
は
、
箇

々

の
人

々
の
現
實
通

行
利
用

の
多

㎞

.

…
き
程

の
も

の
は
、
結

局

一
般

人

の
受

く

べ
き
観
念

上

の
利
益
も
多

き
所

で
あ
り
、
前
巻

の
少

き
も

の
は
後
者

も
ダ

均

一
論

説

手
数
料
決
定
上
の
二
間
題

,

第
十
巻

(第

一號

一
九
)

、一
九

■



論

説
享

霜

決
聖

・
こ
綴

、

'

筆

春

里

號

二
9

二
。

一
く
、
夫
の
難

壁

の
利
益
ぜ
蓋

・
」
般
人
・
掌

る
利
響

窩

・
於
・
・
差
藷

係
・・
=
言
　

誓

異

㎏

の
が
。
。
か
ら
で
め
る
、
尤
も
墨

通
行
誉

寧

・
手
警

・
採
用
・
・
忌

の
不
利
な
る
場
倉

は
む

τ
ろ
嘉

止
め
て
、
懇

上
め
利
益
・
掌

・
纂

異

に
、租
挽
・
叢

る
の
髪

き
こ
毛

あ
ら
う
垂

四
)。

.

略

.建

・
・葬

藩

講

似
羅

騨

婁

鐸

鷲

ま
ろ所
の
確固
璃
る限界
右脚く
、、ご

醗

　
聾

噸
撰

饗
雛

勘豪
艱
難

藻

噛断
裂
一編
晦

.篶

口癖

纏
運

惣耀
が欝

嚢

欝

蕪
藍
蝋錘

論

難
.

.

許

艦

籍

に
愈
々
昏

苛

、
蒲

慧

縫

巽

無
手
数
料
)
の
原
型

讐

・
　
書

の
で
あ
ろ
こ
い
殉
.

.贈海

難

縫

眼鋳
鍵

無

縁
凹鑑

薙

　
糠

哨　擁

舞

無

岬辞
猷
馨

馨

繋
離
籍
饗
鱗

難
　

　
　

ド

・註
…

前
・
論
垂

野

冒

側
・
ω
議

潔

畿

琶

四
v
前
妻

第
「
段
茎

の
コ
の
均
の
謬

b
参
照

.

)
)
一

1

2

3

4

(

(

(

〔

-

】

-

1



一
.
.曾

,
.
.」、
、

第
こ

芋
飯
料
総

額

の
分
配

「…

)「
主

に

る
分
配
標

準

(費
用

か
利
益

か
)

　
く　

ラ

ラ

偉
利
益
に
依
る
場
合
一

い
右

の
如
く

に
し
て
手
敷
料

ご
し
て
徴
牧
さ
る
べ
き
総
額
は
天
龍
定
ま
る
ε
し
て
、

(

其
を
各
箇

の
も

の
に
如

何

に
割
當

て
る
か

～
次

ぎ

の
問

題

で
あ

る
。
之

に

つ
き
夫

の
特
別
課
徴

が
利

益

に
慮

じ
て

分
配

せ
ら

る

・.
に
謝
し

て
、
此
手
敷

料
は
費
用

に
慮
じ

て
定
む

べ
き
も

の
ε
す

る
見
解

が
あ

る
が
八議
一
五
国

此

は

…
必
事

し
も
當
を
得

な

い
。
特

別
課
徴

に
て
も
費
用

に
依

る
難
が
あ

り
、
ヌ
費

用
に

の
み
基

き
て
定

む

る
例

さ

へ
も

㌘

垂

さ
・
姦

讐

て
・
利
益
俵

る
を
得
る
場
合
に
は
必
ず
し
も

費
用
に
依
草

し
て
利
健

依
る
こ

…
ε
、
毫
も
其
の
特
別
利
益
に
封
ず
る
報
償
た
る
の
性
質
に
反
し
な
い
の
み
な
ら
す
㍉
む
し
ろ
之
に
適
當
し
て
居

る.

(註
一
七
)。
詳
し
く
い
へ
ば
夫
の
特
別
課
徴

の
利
益

に
慮
じ
て
配
営
さ
れ
て
も
、
其

の
實
際
的
利
盆
を
指
示
す

る
こ
、

ε
が
困
難
で
、
推
定
的
利
金
標
準
に
依
る
の
外
な
き
こ
・し
.が
あ
り
、
随
て
結
局

}
定
費
用
部
を
特
別
利
益

の
全
額

　
ご
推
定
し
て
之
を
各
人

に
其
々
の
推
定
的
利
益
標
準
に
慮
じ
て
配
當

す
る
の
外
な
き
も
の
が
あ
b
、
.或
は
天
質
際

一
的
利
益
に
依

る
場
合
と
難
も
、
其
合
計
が

一
定
費
用
部
を
超
ゆ
る
時
は
、
其
實
際
的
利
盆

に
依
ら
す
し
て
、

一
定

費
用
部
を
最
高
配
當
紹
額
ε
し
て
此
を
軍
に
實
際
的
利
益

の
度
に
恋
じ
て
配
當
す
る
こ
ご
に
な
り
、
矢
張
り
費
用

ど

い
ふ
も

の
が
課
額
を
定
む
る
大
切
な
る
土
毫
ご
な
る
。
即
ち
特
別
課
徴

が
利
金

に
慮
じ
て
配
當
さ
る
}
ざ
い
ふ

…
て
も
費
用
を
無
視
し
た

の
で
は

菰
ぐ
て
、
大
に
之
を
考
慮
し
、
之
を
基
礎

ご
す
渇
所
で
あ
る
。
此

蓬
封
立
し
て
手

一
論

説

手
鍛
料
決
定
上
の
二
問
題

、

第
十
巻

(第
「
號
,
二
ご

一=

F



鑑

㎞
・
巌

縫

解

ふ
と
・
此
ご
て
も
　
雛

難

紅

く
、
利
益
の
度

:

難

　
難
難
へ㎝　
難
灘
　蹴
　

「

て
、
壼

の
標
準
こ
い
ふ
に
止
ま
る
.
・
し
て
繁

用
の

一
定
部
・
蚕

業

行
政
的
嚢

の
費
用
蕊

鰻

一↓嚢

鑓

咽饗

務
踊謎
嚢

蕪

縫
凝響

謡爺

「に
依
令

し
て
別
に
利
益
。
も
依
る
こ
・
は

房

賦
課
・
公
歪

誓

・
む
・
質

・
あ
り
麦

前
に
も
い
右

罵

　譲

藤

髪

難
曲蕪
鞍

鐸
藷
縫
物膿

器

.

付

け
ら

る

・
場
合

に
は
之

に
依

る
の
が
適

切

で
あ

る
・

'

.諜
鞭

蟻
凱
繋

姓嚢

鐸

相観難

贈謡

講
.
留

縫

磐

饗

灘

霧

冨鰐

霧

藷

蓑

て、實際善趣・
ら地か課讐

・∴

蹴



霧

鐸

辮

総

携

癖

鵬翼

書
　
　

、

蕪
離
礁

」
婁

用
に
依
る
場
A・1

・,
婆

場
合
に
依
・
暑

・
聖

標
準
・
見
付
か
・
舅

合
が
眠
る
・
特
に
姦

料

一
一
の
場
合
に
は
見
。
に
よ
り
て
は
特
・
な
る
利
響

受
・

奮

い
ひ
難
毒

曾

へ
　

・・
ξ

連

合
張
ゐ

、て
利
益
擢

。
求
む
る
に
及
諾

。
張
・
て
之
叢

あ
・
不
黍

に
隔
て
は
な
ら
ぬ
。
此
場
.合
に
は
各
個

の
も
の

縫
難

罐
灘
鑓

嚢

號繍
鯉鐘

舞

灘

胃
謄

要
黎

箏

の
甕

を
除
し
て
得
た
・
も
・
野

・
契

響

依
・
の
外
な
い
垂

…

勿
霧

如
き
　

。細

説

嚢

決
定
上
の
・
閃
・

、

単

費

諺

三

)

二
三
.

,
工6}
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一
。

。

叢

誕

・
上
の
・
問
題

・
華

費

舞

二
四
)

二
四

、羅

欝
耀

賑
L灘
隷

雛

羅

駅嚢

～、
馨

嚢

鰯

贈爵

鞍

懸

難

け　
輸

・…
居・・

侍
ほ
.
。
ケ
ル
が
、
鷺

擢

に
湯

、
箇
人
・
利
益
・
進
誓

璽

官
廉
行
爲
の
間
接
兵
力
の
寧

ろ

「

揚
A・に
現
任

、
利
益
標
誉

直
接
ド

一

髪

。
る
鶉

的
利
善

導

・
・
舟

倉

問
題
妥

・
・
塩

の
も

掌

し
垂

ら
な
い
.

」蜜

　　輔
蕪
　噺槻纏
欝

欝

羅
鯵難

儀
鎮

欝

鍬
ロ馨
難
難
論
羅
姓難

欝
織
霧

欝

～羅
騰
欝

矯

利
益
・
依
る
こ
・
は
な
.い
。
・で
箭

課
警

手
轟

あ

此
.警

標
警

關
嚇
し
τ
の
相
違
は
・
.藷

が

「

定
費
用
部
三

挙

る
ご
誓

、
實
際
的
羅

掻

・
ξ

・
有
響

享

る
こ
遣

な
る
.

.

20)
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面

特
馨

・な
標

準
.
.∵

、
.
.

　

て望

。
外
、
手
無

に
於
て
右
よ
・
も
特
繋

る
標
警

依
・
・
墓

・
菱

・
之
嘉

掌

る
こ
と
が
あ
る
・

　
一
爲
め
に
右
の
肇

に
て
定
詰
・b
・
・
　

は
低
　

・
景

趣
・
・
高
な

・
景

砦

・
・
=
・
其
が
或

一
ほ

誘

叉
は
轡

虫

目
的
よ
り
生
じ
、
或
は
給
付
能
力
の
考
慮
よ

り
集

る
・一

=

註
・
=
=

}

・
・
手
得

て
薩

姦

葵

・
翁

以
下
た

ろ
…

以
上
た
う
も
行
ば
る
"」「ゼ
柚
.

一
濁
給
付
能

力

の
考
慮
.
.

,

(
ラ

ロ

露

量

民
の
爲
・
の
屡

叉
縫

減
一

上
記
・
標
準
.…

定
　

碧

叢

料
を
特
に
.鍵

好

し

一
て
冤
塗

は
輕
減
玄

こ
ご
が
あ
る
.註
二
二
・。.

此
は
給
付
聾

・
震

・
結
審

・
・
は
・
・
が
・彗

・…

止
揚

瓜
。
は
之
。
給
付
能
力
・
震

こ
い
ふ
租
欝

擢

綴

・
蛮

・
離

・
・

ξ

竃

・
・
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嚢

の
利

.

用
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舞
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大
な
・
も
の
で
、
貧
昏

讐

之
が
利
用
を
挙

る
旨

を
許
・
て
は
な
ら
雰

に
・
蕎
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此
に
姦

漿

あ
委

。
、
貧
民
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の
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用
・
爲
・
ざ
重

奏
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防
が
・
餐

ぎ
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攣

る

}

を

得

る

(註
二
四
一〇

垂

三
.

.
。
。
ル
拭
手
躍

の
叢

存
麗

・
糞

・
…

妻

讐
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饗

あ
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ド
し
垂

濟
上
器

嚢

が
手
署

を
喬

の
腸
食

・
部
蚤

部
馨

・
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霧

・
茎

定
の
あ

が
警

無
透

料
量

ろ
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除
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養
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篭
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.
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懇
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鴇

馨

の
.㌍

利
益
蚤

愛
用
肇

を
止
あ
翼

㍉

な
る
他

の
標
準
を
取
る
の
で
は
な
毛

、
利
益
又
は
肇
用
鐸

を
土
饗

し
て
少
し
く
豫
防
天
底
敏
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趣
旨
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加
味
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に
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ま
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故
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場
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右
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